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里見地区交流センターだより

地域のために貢献された２氏に贈呈
令和５年度  里見地区功労者賞

木村良二氏（造山）

集落行事の｢造山どんど焼き祭｣の開催を提案し
実施に向けて尽力し､失われつつある伝統行事
を守り根付かせ地域活性化に大きく寄与した｡
農業者としての高い見識と長年にわたる造山
水利組合委員としての活動により地域の発展
に大きく貢献した｡

橘　公之氏（造山）

長年にわたり横手市天然記念物｢傘杉｣周辺の
保全管理に努め､その行き届いた手入れにより
貴重な地域資源の維持に大きく貢献した｡
造山公民館の雪囲い作業や､地域のお祭りに
積極的にかかわるなど地域活動にも大きく
寄与した｡

里見おらほdeサロン里見おらほdeサロン
今年もやってま～す！
　集落の絆づくり事業『里見おらほdeサロン』
を今年度も実施しています｡既に東里､東槻､
回館､下モ谷地集落で開催されました｡
　予算がなくなり次第終了しますので､お早め
に計画してセンターにご相談ください。 回館集落でのお茶飲み会回館集落でのお茶飲み会

　今年度､里見公民館が里見地区交流センターとなったため､里見公民館賞を里見地区功労者賞
と名称を変更し､贈呈式が挙行されました｡
　造山集落からの推薦をもとに､集落公民館長会議・交流センター運営協議会での承認を
経て､木村良二氏と橘 公之氏のお二人に贈ることが決まりました｡
　11月23日の贈呈式では､里見全域から多くの方が御列席の中､受賞者２氏の功績を讃え
表彰状と記念品が贈られました｡
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みんなの
作品展示会開催
みんなの
作品展示会開催

第  回9祝
芸術文化祭 in里見

　第９回『みんなの作品展示会』を11月８日～10日の３日間
開催しました｡
　近隣地域の手芸グループとの交流から､様々な作品を展示
させていただくことができました｡また､当交流センター利
用者の皆さんの熱心な宣伝活動のおかげで､来場者数が昨年
の展示会の約1.5倍となり､市内は雄物川･平鹿地域をはじめ､
横手･山内･十文字地域など､また羽後町や湯沢市からの来場者
もあり､多くの方々に見ていただくことができました｡

　11月28日､横手市食生活改善推進協議会·
雄物川支部推進員による伝達講習会を開催
しました｡横手市健康推進課栄養士の講話の
後､里見地区推進員の指導のもと料理講習を
行い､メニューは『しゃぶしゃぶサラダ』と
『しゃぶしゃぶ汁で卵わかめスープ』でした｡
　いつもの自分の味付けと比較し､スープ
は少し薄味だと感じた方が半分ほどでした
が､温野菜のサラダは味が染みやすく､みな
さんおいしく食べられたようでした｡

食生活改善協議会による伝達講習会食生活改善協議会による伝達講習会

　　ごはんは
サキホコレのおにぎりを
　いただきました
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エコクラフトかご編み教室里見で
初開催

　羽後町の菅野麻紀子さんを講師に迎え､11月30日･12
月７日の２回で仕上げるかご編み教室を開催しました｡
　菅野さんの指導のもと､雄物川町大沢地区交流センター
では大変活発に活動しており､昨年の夏には展示会も行わ
れ大盛況でした｡その盛り上がりを見せていただき､里見
地区でもやってみたい方が多いのではないかと企画した
ところ､定員を超える申し込みがありました｡
　この事業で初めて里見地区交流センターに来たという
参加者が数名いて､新鮮な雰囲気を感じながらの２日間
でした｡
　参加者の皆さんは大変熱心に取り組み､予定より早い
時間でかごが完成したため､かごに付けるチャーム作り
や小さなクリスマスリース作りも楽しみました｡
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『雄勝城に浪漫を求めて５』講演会 開催

　８世紀に造られた城柵､雄勝城の発見を目指し､民間団体
｢雄勝城･駅家研究会(代表:高橋学氏)による発掘調査が
今年度は８月下旬から11月上旬にかけて行われました｡
あの暑かった夏に､青山学院大学の考古学を専攻する学生
約30名ほどが造山十足馬場地内の調査に参加し､昨年度
の調査で発見された奈良時代の大溝跡(城柵の外側の囲
い､あるいは城内を区画する施設の一部であることが推測
される)の追跡調査等が行われました｡
　また地中レーダー探査により､雄物川高校グラウンド近く
の造山遊園地に､大溝跡が直線的に延びているとの解析報告
が示されており､調査対象に加えられました｡
　今後は更に雄勝城が造山にあったことを証明する証拠
を積み重ね､『造山にあった雄勝城』を広く周知して行く
ために､地域全体で発掘調査を応援して行きましょう｡

うまや

雄勝城･駅家研究会
高橋　学 氏

雄勝城はやっぱりに造山にあった！ようだ
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つぶやき（編集後記）
暑い熱い長かった2023夏｡紅葉が全部落葉
しないのに今度は雪｡まさに異常気象への不安は尽
きません｡防災講演会聴講者数の多さにその不安や
心配が伺えた気がします｡11月から交流センターでは

たくさんの事業が続きました｡加えて冬期間だから
できる手芸のお集まりやスマイルボウリングもはじ
まっています｡大谷翔平選手のドジャース移籍も決まり､
うさぎ年令和５年も残りわずかとなりました｡
多くの方の事業へのご参加･ご協力に心より感謝申
し上げます｡皆様どうぞ良いお年をお迎えください！

交流センターに毛糸屋さんがやって来ました交流センターに毛糸屋さんがやって来ました
　12月13日､ 十文字町の毛糸屋さん
グリシーナの佐藤弘美さんが､交流セン
ターでオパール毛糸とオパール毛糸で
編んだ手袋や靴下などを紹介してくれ
ました｡11月､当センターの『みんなの
作品展示会』にも出品していただき､素
敵な作品を見せていただきました｡
　ドイツのオパール毛糸は､１本の糸を
ただ編み進めていくだけで素敵な模様
が出来上がる､とっても不思議な楽しい
毛糸です｡
　当日好みの毛糸を購入された方は､
さっそく佐藤さんのご指導のもと編み
始めており､楽しいひとときを過ごして
いただけたようでした。出来上がりが
とっても楽しみですね｡

手づくりのある暮らしは楽しい

雄物川地域５地区交流センター合同事業

防災講演会を開催
　雄物川地域の５つの交流センター(沼館･
里見･福地･館合･大沢)合同事業として12月
９日､雄物川コミュニティセンターを会場に
防災講演会を開催しました｡
　講師に秋田朝日放送の気象予報士･気象
キャスターとしてご活躍中の和田幸一郎氏を
迎え､『秋田の気象災害と防災』と題した講話
をしていただきました｡
　年々､異常気象による災害が全国各地で起
こり､今年７月の秋田市や五城目町の大雨災
害は甚大な被害をもたらしました｡
　会場には雄物川全域から多くの方が聴講
に訪れ､災害に対する心構えを新たにしたよ
うでした｡


